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	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、インターフェロン誘導性膜タンパク質であり、インフルエンザA H1N1ウイルス、ウエストナイルウイルス、およびデングウイルスに対する免疫付与に寄与する。この遺伝子には2つの転写バリアントが見つかっており、そのうち1つのみがタンパク質コードである。N末端が切断されたアイソフォームをコードする別のバリ​​アントも報告されているが、このバリアントの全長は未だ解明されていない。[RefSeq提供、2012年5月],誘導：αおよびγインターフェロンによる。,類似性：CD225ファミリーに属する。,
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	IFM3抗体を用いたMCF7細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	IFM3抗体を用いたHepG2細胞およびHeLa細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	1：2000希釈のIFITM3ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析
	

	1：2000希釈のIFITM3ポリクローナル抗体を用いたHeLa細胞のウェスタンブロット解析

